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Abstract
A large earthquake occurred off Kushiro on January 15, 1993, caused damage in KushirO
area  After this event the other large one occurred off south、vest ott Hokkaido on July 12,1993,
Tsunanli s郡ァept over Okushiriisland and M′est coast of llokkaido and rnany peoples suffered big
losses
lmmediately after these events,the questionnaire sheets Mrere delivered to the a■municipal
and village ofnces in AOmOri prefecture to evaluate the distribution of the seisHlic intensities in
Hachinohe city and Aomori prefecture as郡〆ell as seisHlic microzoning characteristics
1.`まじ め に
1993年1月15日20時06分ごろ釧路沖地震
(M=7.8,深さ107 km)が発生した。震央に近
い釧路市では震度VI,八戸市では震度Vで
あった。八戸市において震度Vを記録したの
は,1968年十勝沖地震以来25年ぶりのことで
ある。なお,この地震にたいする調査研究は鏡
味 (1993)に詳しい。青森県における震度調査
は文部省科学研究費(No.04306025),突発災害
調査研究成果,自然災害総合研究 (A)(研究代
表者:北海道大学・教授 。鏡味洋史)の一環と
して行ったものである。また,八戸市における
アンケー トによる震度調査は本学独自に行った
ものである。
釧路沖地震か ら6カ月後の7月12日22時
17分ごろ北海道南西沖にマグニチュード7.8の
地震が発生した。この地震の深さは34 kmと浅
かったために,大きな津波が発生し奥尻島を初
め北海道南西部日本海沿岸では多くの人々がそ
の犠牲になった。この地震にたいする調査研究
は石山祐二 (1994)に詳しい。この地震の直後,
釧路沖地震の結果と比較するために,釧路沖地
震の場合 と同様に,青森県におけるアンケー ト
による震度調査を行った。八戸市については,震
度がⅡIであったため市内の調査は行っていな
い。
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2.地震の概要と記録
気象庁発表の釧路沖地震の緒元および震度
IH以上の地域は次の通りである。
発震時:1993年1月15日 20時06分
震央位置:東経 144°23′
北緯 42°51′
震源の深さ:107 km
マグニチュード:7.8
震度Ⅵ:釧路
V:帯広,浦河,広尾,八戸
Ⅳ:宮古,根室,石巻,青森,小檸,函
館,室蘭,小名浜,盛岡,むつ,苫
小牧,大船渡
Ⅲ:紋別,札幌,岩見沢,旭川,秋田,東
京,水戸,福島,仙台,酒田,横浜,
倶知安,網走,深浦,柿岡,白河
図1には釧路沖地震の釧路,八戸,青森の各
気象台,測候所において観測された,気象庁の
87型強震記録が,図2にはそれぞれのフーリエ
スペクトルが示されている。釧路沖地震の釧路
地方気象台の記録を見ると,最大加速度がEW
成分では922ガル,NS成分では817ガル,UD
成分では467ガルであった。また,八戸測候所
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図 2 FOurier amplitude spectra of the NS―com‐
ponent of the accelerOgrams Obtained at
each station
の記録ではそれぞれ113,129,38ガルである。
これを単純に震度に換算すると,釧路では震度
VII,八戸では震度Vになり,特に,釧1路の場合
現状にほど遠い結果となる。周期等による補正
が必要であろう。図2に示されている各記録の
NS成分のフーリエスペクトルを見ると,八戸
測候所の記録では5 Hz付近が,青森気象台の
記録では0.3～2 Hz付近が卓越していることが
分かる。これは,震源距離,方位の違いを考え
Hz
区]4 Fourier spectra of accelerogram obseA/ed
of Hokkaido Nansei―oki Earthquake
るまでもなく明らかに地盤の違いを表している
ものであると思われる。
北海道南西沖地震の緒元および震度HI以上
の地域は次の通 りである。
発震時 :1993年7月12日 22時17分
震源位置 :東経 139°12′
北緯 42°47ア
震源の深さ:34 km
マグニチュード:7.8
震度V:小檸,江差,寿都,深浦
Ⅳ :青森,室蘭,苫小牧,むつ,倶知安,
函館
Ⅲ:留萌,札幌,八戸,秋田,帯広,岩
[! と一と-1`h―・▲Lュn―山と剛Jと【と」とと __
区]3  Record of Hokkaido Nansei―oki Earthquake observed at IIachinoheヽ′I teorologi a1 0bs r‐
vatory
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見沢,羽幌
北海道南西沖地震の八戸測候所の記録が図3
に,そのNS,UD成分のフーリエスペクトルが
図4に示されている。八戸測候所における両者
の記録を比較すると,明らかに北海道南西沖地
震では長周期成分が卓越していることが分か
る。これは震源,伝搬経路によるものであるが,
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表1市 町 村 別 の 算 出 震 度
北海道南西沖
特に震源の深さとメカニズムによるものであ
る。なお,この地震の青森気象台の記録が手に
入らなかったのが残念であるが八戸測候所にお
ける最大加速度は,NS成分では14.2,EWで
は23,UDでは7ガルであった。
地 名 名地 北海道南西沖
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3.震度調査の方法と結果
付録に示されている震度調査表を,地震の後
青森県の各市町村役場に50部づつ発送し,各役
場の職員に回答を依頼した。回答者は,住んで
いる場所は異なっているが,アンケート用紙に
記入されている住所から,それぞれの市町村に
分けて,それを震度の代表値としてまとめた。し
たがって,そこから算出された震度は各市町村
の平均値を表している。アンケートの回答から
算出された震度は小数点以下1桁で表している
が,その値を四捨五入すると気象庁震度階に対
応するようにしている。アンケートから震度を
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図 5 Distribution of seis■lic int nsities for Kushiro―oki Earthquake in Aomori prefecture
推定する計算式は太田・他 (1979)によった。
表1に釧路沖地震,北海道南西沖地震の各市
町村の結果の一覧が,図5,6にそれぞれの結果
が地図上に示されている。両者の地震について,
青森県内における震源距離と震度,加速度の減
衰については土木の卒業研究 (1994年2月)に
おいて発表されたが,今後,北海道,秋田,岩
手などの資料も含めて詳しく調査する必要があ
る。
4.八戸市における震度分布 (釧路沖地震)
付録に示されている震度調査票を,八戸市教
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育委員会の協力を得て,八戸市内の全小学校 5
年生の父母に配布した。配布枚数は3396枚,回
収枚数は2804枚で,回収率は82.6%であった。
回収されたアンケート用紙から震度を推定す
るに当たり,まず,1:25000の地図上で八戸市
を500m×500mのメッシュに分割し,それぞ
れのメッシュに該当する住所毎に振り分けるこ
とによって,用紙の枚数と平均の震度を計算す
る。また,全アンケートから算出された震度の
平均値をもって八戸市におけ震度の代表値とし
た。
回収された全アンケート用紙から推定した震
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図 6 Distribution of seismic intensities for HokkaidO Nansei―ok  Earthquake in Aomor  prefec‐
ture
度の頻度分布図を図7に示す。この結果,八戸
市における平均の震度は4.1である。この図を
見ても分かるように,平均値の回りにきれいに
分布していることが分かる。図8に市内の震度
分布図を示す。白抜きの場所は山地,田畑等で
人が住んでいないか, もしくはアンケート用紙
の行きわたらない場所である。図8に示した地
図は計算値をそのままプロットしたものであ
る。
また,参考資料として図9～12に1974年以来
八戸市において震度IVを記録した4個の地震
について,今回と全く同じ調査票を用いたアン
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図 1l  Frequency distribution and map of seisHlic intensities for 1987 Central I、、′ate prefecture in
Hachinohe city
20
?
?
〕
?
?
?
?
?
?
?
」
」
6
?
?
?
―- 10 -―
アンケート調査による青森県の震度分布
1987 01 14 HIDAKA REG10N ME6.9
30
0 2345
1NTENSITY ttY OUEST10NNARIE
6
1987 01 14 HIDAKA REC10N HOKKAIDO H=6.9
4.5て■
4く園 (4.5
35く優∃く4
図 (3.5
NO ANS
区]12 Frequency distribution and map of seisHlic intenssities for 1987 HokkaidO Hidaka re=ion in
HachinOhe city
20
0
〔
?
〕
?
?
?
?
?
?
?
』
」
一- 11 -―
八戸工業大学構造工学研究所紀要 第2巻
ケー ト調査の結果を示す。市内のメッシュの大
きさは今回同様 500m×500mであるが,用い
た地図が異なっているため,メッシュの番号と
場所が1:1には対応していないが,座標変換を
する事によってある程度対応させることができ
る。
本報告には,結果についてのコメントは一切
していないが,今後の課題として ① それぞれ
の地震について,震央距離または,震源距離に
よる減衰を考慮した震度のコンターマップを作
る。② ボーリングデータとの照合,③微動観
測 。強震観測を通して,各地域の震動・振幅特
性を把握する,ことが必要である。これらの作
業を通じて,地震に対して揺れやすい場所とそ
うでない場所を明確にするとともに,八戸市に
おける地震危険度マップを作成し,今後の地震
にたいする震度の予測,災害防止対策のための
参考資料としたい。
5.謝 辞
アンケート調査を実施するに当たり,八戸市
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地 震 に 関 す る調 査
「1993年7月12日封ヒ海道南西沖地震 」
この調査についてのお願い 八 戸 I業 大 学
これは今回の地震に対する実態開杢であ り,地震対策計画の一環 として,地震の農度分布推定のた
めの重要な資料 となるものです。つ きましては, ご多用の事 とは存 しますが,調杢の趣旨を充分にご
理解いただき,この調査票の質問事項 をよくお読みの上,ありのままを正確にお答え下 さい。
記 入 上 の 注 意
I おのおのの質問には,ただ 1つの答をえらんで下さい。
どイことも決めにくいときでもよく考えて,あなたの感しに近いほうの各号にOをつけて下さい。
2 記入しれのないようにして下さい。
3 記入に際して他の人に相談さItるのは構いませたか,この地喪のときあなたのまわりにいた人に限って下さい。
4 本調査に関するお問い合せ先
八戸工業大学 一般教育部 物理学教室 坂 尻 直 巳
〒031ノ＼戸市大字妙字大開88-l ao178(25)3111内線 323
(1〕 あなたは, この地震を二 しとしたか。
1 1きした   2 感 しなかった
〔2〕 あなたはその唄, どこにいとしたか。
1 京 (建物)の中にいた 2 屋外にいた 3 その他 (
(3) あなたは,モこで何 としていとしたか。(1-3をえらんだ人は ( )内のコ当な==と0で日んで下 さい。〕
l 動いて (働いて,歩いて,運|力して)t たヽ
2 静かに して (積になって,座って,躍かけて,立って)ヽ たヽ
3 来物 (t卓,パス, 自●力卑,その他)に来っていた
4 1Dむっていた    5 その他 (             )
〔4) あなた〔よ,焔風の唄どこにい=したか。モの増所を出来るだけ碑しく書いて下さい。
県     市     町     番 地
〔i〕 で(1 感した〕にOを付けた方は,以下の買間にお春え下さい。
また (2 感しなかった〕とえらんだ方は,このこ■お意し下さい。
この日 は工叶のBに使 い とすの で=E入な どらないで下 さい
場  所
号
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〔5〕 その■所の地形は,次の どれにあてはi3と思われとすか。
1 平Il地  2 丘の上  33寺面  4 11■の上  5 谷あいの土地  6 その他 (
(G〕 その■所の追整の構手は,次の どれにあてはユると思いとすか。
1 岩盤 とか砂利の ような, よく情った地無
2 火山灰.赤上のような地雲
3 牢も土.砂からなる。 どちらか といえばゆるい地盤
4 '里立地,'を炭地.''地のような依弱な地盤
〔7) 地風の とど求 (建的)の中にいた方にうかがいます。モの家 (n旬)の■遣は次の どれですか。
1 水止 2 プロ ′ク(レ ンオ)迫  3 鉄筋 コンク1)―卜遺  4 a史骨 コンクリー ト重
〔o〕 その家 (建物)は何脂てすか。
l F雇起  2 2,rtと3 3-5階建  4 6-9階建  5 10階建 以上
(9〕 あなたtよ,地震の とどどの階にいましたか。
1 地F帝  2 1「ヴ缶  3 2F帝  4 3-5階  S 6～9階  6 10階以上
5 その他 (
〔10〕 モの家 (造物)が遺 られたのはいつ唄て しょうか。
1 最近 1～2年  2 散年前  3 かな 1)ドit 4 〕卜常に占い
(lI) あなたは地震の とき,電灯 とかスイッチのひも、カレンダーなど,吊してあ るものがゆれ働 くのとBめ▲したか。
1 とことなかつた  2 見たが,力さは露め ら
'と
なかった  3 かすかにV>r■た
4 カ:なり識 しくV」)ltた  5 非常に激 しくVl'Itた
〔12〕 台所の洗い桶.水雲,金魚鮮帯の水,又はガラスピンの中のモノの動どはいかがでしたか。
1 注としな力 ,た  2 見たが動きはB.9め
',Pと
なかった  9 わすかに9カいた  4 かなり|力いた
5 はしく
'力
いた  6 あ i´れるiとに,激しく動いた
〔13〕
〔14)
食器類 とか,窓ガラス 戸 障子などの動 きは毘め られましたか。
1 気か付かなかった  2 か すかに・七を立てた  3 ウタカタと吉を,てて動いた
4 蔵しく音を立ててい力いた  5 非常に晟 しく動 さ. 食器 ‐11 〃ラスなど割ttたり,戸障子カイエすれたものもあった
6 食器類, カラスなどの強f員が 日立った  7 始んどこわrtた
すわ りのをいもの。たとえばコケン・花びんとか,樹に娘においた呂的・ピンロなど勘 どは ■め られ としたか。
1 殆ん ど盟め らrtなかつた  2 わギかに動 いた  3 かなり激 しく動いた
4 -部が倒れたり, 〆り,4ちた 1'した  5 'wとんど全部が例れ、 また1ユ落 ちた
(15〕 タンス 声編 本箱など,重い家具のDどは盟められユしたか。
1 動かなか―′た   2  1,すわ
`ニ
ツ!)'こ|力t・た   3 カなりV》rtた
5 大きくズした')、 例,tたものもあった  6 殆んど全部分tnlれた
4 多少 ズ リ|力いた
12 13 14 15
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(16〕 歳 (亀的)全体 としてのわれはいかすで したか。
l Vめられをかった 2 わすかにiOれた 3 かなり10れた  4 置 しくゆれた 5 J廂こましくギレギシゆ故
6 偶れんばか りにゆれた
(17〕 欧 (E的)には,なんらかの捜書があり=したう｀。1 幸い。全広をかった  2 領カイよずれた り.掛旬が傾いた りした程度  3 虫かけ,項をとが再ち,または花び
ん・ ガラス器具が■Bれた  4 わすかなが ら豊に ヒピ割れ力f入った  5 かな リヒピロれおで入 り,柱の出 ざ目の喰い
迫い も日につ く程度  6 伎害 Iとかな り大 きく,停理の必要おである  7 家の傾 きが 日立った
(18〕 あなたは,造阻のゆれてい3噂円をどのよ うに感 じユしたか。
l J卜常に俎かった   2 俎かった  3 どちらともいえない
6 いつ終るとも知れをかった
4 長か った  5 非常 に長か った
(19〕 あなた力で,taをもっとも強 く感 じたのは,どのようないれの とさですか。
1 ドンと突 き上げて くら患 しのゆれ  2 かな り違い畿 りかえしの績ゆれ
4 特に区別できなか った  5 その他 (             )
3 ゆ っ くりと した損ゆ′と
(20) あ なたは亀口 に気がつ いた とどHどと したか。
1 全体驚 か なか った  2 少 々驚いた  3 か な り鷺い た  1 非常 に驚い た 5 この うえな く府 いた
(2:〕 モれでは, こわ さの平班 はいかDfでしたか。
1 なん とも思わなか った  2 少々こわいと思 った
5 絶望的になった
3 か な りこわい と思 った  4 非常 に こわい と思 った
(22〕 あなたtよモの とどどのよ うな行Eに出としたか。
】 なに も十る必要 を悪 しなかった  2 意彙的に身の安全 を考えた  3 意Rして戸外へのがれた
4 1ユとんど知 らない間に戸外へ とび出 していた  5 全 く本能的に行動 したので,よく党 えていない
(23) あ なたは,姐風の とど火気 (ガス コンロ,石油 ス トープ等)をど うしと したか。
I 使用 していなか った  2 仁 っていた力` i甘十必要 を感 しなか った  3 危険 だ と思 ったの で
'肖
した
 ヽ 焦意魚のうちに
'Wし
てtヽた   5  とても余裕カイな力,った
(24〕 増風の とど.憲(励め先)で,ねていた方に うかがいとす。
1 眠っていなかった (または,他にnもいなか った)ので,答えられない  2 日党めた人は少数
3 かなりの人が日党めた  4 殆んどの人が日党めた  5 全部の人が 目を化 ました
〔25〕 亀Rのとど働いていた方に うかがいとす。
1 行動に少しも支障 を感 しをかった  2 やや支障 を感 した  3 動 き貌けるのは四確であった
4 立って もおれない程 であった  5 はいつ くばってしまった  6 体 をす くわれて日 rした
〔26〕 戸外にいた方にうかがぃます。樹木とか近くに停車中の自動車の,地農による麟どとBめましたか。
注意 を向け なか った  2 見 たが動 きは醒め らヤとをか った
か な り融 し くIⅢ lしていた  5 音がす るF二嗚)れ動 いてい た
3 かすかに10れていた
2625212322212019181716
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(27〕 B働車と■転 していた方にうかがい=す。■転に支障 と感 じとしたか。
1 全然なた ともなかった  2 やや支障 を忠 した  3 かなり因躍を撃 した
5 事お生 (遭路 をはすrtる,すつかる)を起 した
(28) 停 車中の 自動 車 に彙 ってい た方 に うか力fいとす。
1 かすか なV)rとを患 した  2 か な け激 し くゆrt心の を感 した
,       4  ■力` こわ1したIrヵ・りにV》
'tl力
ヽヽた
4 運転不能 を患 して止まった
(29)
(30)
8 音カイす る催 ゆtt動いた
あ なたの ユわ りて地震 に気がつ いた人が い とすか。
1 他にユにしい なか ″,た  2 ',すかな 入か
'(か
ついた  3 かな 1,の人が地喪 とわ力 った
齋 手4たどの人かケtか″,いた  5 全 |ヽかにかに地喪た と感 した
あなたの とわりで枢塀,プロック堀,石塩,畠合題突,サイロなどの校喜があリユしたか。
1 全 くなか,た  2 堺のね しrと,魅ざ日に沿った制rt,11,■,1電突.サイロのゆるみなどがわすかにみ らttた
3 '好の 1」し,t,割!t日、イi'日,u突,サィロの″ゆるんなどかな り日立ち、 くすれ落ちそうなもの もあった
1  言|`制Itたり, ズ1'品●,たりした もの もあった  5 かな りの ものが壇ttた  6 1ユとんど壊れた
〔31〕 あなたの ユわ りて家屋の大 きな怯喜 (単壇,全壇)とか.地変 (姐宙れ,角すべ り,道路のキレツ)など力fありましたか。
1  全然な力 ′´た   2 わすかにあった   3 かなり日についた   ヽ ロト常に 多力・った
(32) あなたの 工わ りで この地震 が原 因の停電・ 驚水停 止 な どが あ リエ したか。
1 令ム な力 ぅた  2 k'時間あ った  3 か な り長時間に オラたつた
(33〕 あなたのお年は
1 19ガ以ト
(34〕 あなたは,
1 ツ,H
い くつてすか。
2  20‐ 2(Ⅲ 3 30‐3,  1 40～9  5 50-59  6 60オ以士
ビ ′ス常
〔35〕 おさしつ力｀えなければ,運協先 と●記入下 さい。
住   ″斤 :
氏  名 :
電話書;:
ど協 力あ りが と うござい ました。書 き落 と しや書 き間違 いが ないか ど うか, も う一度 見直
していただ きま した な らば,この日杢票 を至急お返 え し くだ さい ます よ うお願 い 申 し上 げ ま
す。 また,何か お気付 きのiがあ りました ら空欄 に 」記 入 して 下さい。
27 28 29 30 31 32 33 34
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